
Speedy Stock Order Tool

T plus plus
便利な使い方

説明内容は優良版を基準にしています
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1. RSS アラート
T++ は楽天証券のリアルタイムスプレッドシート（以下 RSS）を併用した機能にRSSアラートがあり
ます。特定の銘柄の指定した条件を満たした場合に、T++ からアラートが鳴るようにできます。気に
なる銘柄を常に監視していなくても、RSSアラートを使用すれば、売買ポイントを見落とすことがな
くなり、非常に有利に売買をすることができます。

設定方法

1.	 メニューの［ツール］-［設定］を開き「楽天証券のRSS（リアルタイムスプレッドシート）を使用する」
にチェックを入れます。

2.	 ［ツール］-［RSSアラート追加］を選択するか、［RSSウィンドウ］上で右クリックをして［アラー
ト追加］を選択します。

3.	 ［RSSデータ入力］ウィンドウが開きますので、銘柄コード、アラート条件、設定名（省略可）
を入力します。ここでは、東証１部のソフトバンクが現在値が 2740 円になった時にアラートが
鳴るように設定します。銘柄コードの欄に、ソフトバンクの銘柄コードに続いて市場を東証にする
ために［9984.T］と入力します。（【銘柄コード】【. （ドット）】【市場（東証 =T、大証 =OS、ヘラ
クレス=OJ、JASDAQ=Q）】と入力します。）

便利な使い方
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4.	 次に現在値がいくらになったらアラートを鳴るかの設定をします。ここでは現在値が 2740 円以
上になった時点でアラートがなるように、現在値に［2740］と入力します。

5.	 設定名は省略可能ですが、設定しておいたほうが分かりやすいでしょう。ここでは［ソフトバンク］
と入力します。

6.	 現在値の他にも、前日比、出来高、VWAP、始値、板枚数など、様々な項目を設定することが
可能ですので、必要に応じて入力してください。入力内容を確認したら、［OK］をクリックします。

7.	 設定が完了すると、［RSSウィンドウ］に下記のように表示されます。

8.	 条件を満たすと、項目が赤くなり、アラートが鳴ります。一度条件を満たしたアラートは赤く色が
付きます。設定項目をダブルクリックし、再編集することも可能です。

RSSアラートの設定方法は以上です。
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2. トレイリングストップ
楽天証券の RSSを併用した機能の 1つにトレイリングストップがあります。トレイリングストップは、
保有銘柄に対して目標値、しきい値、損切り値を設定して、株価の変動に伴い自動的に設定した返
済注文を執行する機能です。トレイリングストップの設定項目には以下の3項目があります。

目標値	 … 値上がりした際の目標値
しきい値	… 目標値の達成後に有効となる返済条件値幅
損切り値	… 目標値を達成せず値下がりした際の返済値

例）
ある株を980 円で購入し、目標値を1000 円、しきい値を10円、損切り値を970 円、返済方法
を成行返済と設定したとします。株価が目標値の1000 円を超えて上昇し、現在値が 1100 円をつ
けた後、株価が下がってきたとします。その場合は、現在値が 1090 円になった時点で、成行返済
を執行します。この動作を図に表すと下記のようになります。

株価が目標値に達しなかった場合は、しきい値での自動返済は執行されず、株価が損切り値の970
円になった時点で、成行返済を執行します。下図のような動作になります。

設定方法

1.	 RSSアラートの使用方法手順［1］と同様に、メニューの［ツール］-［設定］から「楽天証券のRSS（リ
アルタイムスプレッドシート）を使用する」にチェックを入れます。

2.	 ［ポートフォリオ］ウィンドウの保有株式で右クリックをします。メニューからトレイリングストップ
を選択します。

1100

1090

1000

980

990

970

目標値を超えて株価が上昇した場合、
株価の最高値に合わせて返済値を自
動的に変更します。

株価が目標値に達した時点で、
トレイリングストップのしきい値
が有効になります。

高値から設定したしきい値分下
げた時点で、設定した条件で注
文を執行します。

損切り値

株価が損切り値に達した場合、
設定した条件で注文を執行します。

1000

980

990

970

株価が目標値に達しなかった場合、
しきい値での自動返済機能は有効
になりません。

損切り値
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3.	 ［トレリングストップ］ウィンドウが表示されます。 注文株数に返済注文枚数を入力します。初期
設定では保有株式数全ての数値が入力されています。保有株数の一部のみを返済したい場合は、
入力しなおしてください。

4.	 注文方法を入力します。ここでは成行注文にチェックを入れます。トレイリングストップによる自
動返済は、指値注文よりも成行注文をお勧めいたします。指値注文の場合、株価が急に大きく
変動した際に返済ができない可能性があります。

5.	 ［参考市場］ ［目標値］ ［しきい値］ ［損切り値］ を入力します。ここでは、［参考市場］ を ［東証］、
［目標値］ を ［2900］、 ［しきい値］ を ［20］、［損切り値］ を ［2750］と設定しました。数値を設
定後、［保存］をクリックしてください。

6.	 ［保存］をクリックしてください。注文保存ウィンドウにトレイリングストップ注文が表示されます。
条件を満たすと保存されているトレイリングストップ注文が執行されます。

以上でトレイリングストップの設定方法は終了です。
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3. 時間指定注文・逆指値注文・時間指定逆指値注文
細かな設定が可能な注文方法に、時間指定注文・時間指定逆指値注文・逆指値注文があります。…
（時間指定逆指値注文、逆指値注文はRSSが必要です。※）各注文方法は指定した銘柄の新規注文や、
保有銘柄の返済注文、現在執行中の注文に対する訂正注文にお使い頂けます。各注文方法は以下
のような特徴があります。
※ E*トレード証券の逆指値注文を利用する場合は RSS は必要ありません。

【時間指定注文】
指定した時刻に保存した注文を執行します。（PCの時刻設定に依存します。）

【逆指値注文】
指定した条件を満たした時、保存した注文を執行します。

【時間指定逆指値注文】
指定した時刻に条件を満たしている時、保存した注文を執行します。

なお、時間指定注文と逆指値注文を併用する事も可能で、その場合は、どちらかの条件が満たされ
ると注文が執行されます。

設定方法

1.	 新規注文、返済注文、訂正注文共に、基本的な使い方と同様に注文内容を入力します。

2.	 新規注文の場合は、注文ウィンドウの下部、返済注文の場合は、返済注文・訂正注文はウィンド
ウの右下、「機能拡張」ボタンをクリックすると、各条件設定が表示されます。

3.	 どの機能を利用するかチェックします。各機能の入力方法は以下の通りです。
【時間指定】
時間指定にチェックを入れ、時間を選択します。左から［時］［分］［秒］となります。［時］は
24時間表記となっています。例）午後 2時 59分 50秒に注文を送信する場合、［14］［59］［50］
と選択します。
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【逆指値】
逆指値にチェックを入れ、条件となる「銘柄コード」「市場」「条件」「目標値」を入力します。デフォ
ルトでは先に入力した銘柄コードが入力されています。また、条件の銘柄を、注文する銘柄と違
う銘柄にすることも可能です。（例：注文する銘柄は 9984：ソフトバンク、逆指値の執行条件と
なる銘柄は9433：KDDI）なお、E*トレード証券をご利用の際は、「証券会社の逆指値を使用」
にチェックを入れて、証券会社の逆指値機能を利用することが可能です。デフォルトではチェック
が入っています。

【時間指定逆指値】
時間指定逆指値にチェックを入れ、時間指定と逆指値の各項目を設定します。この機能は全ての
条件が満たされた際に注文が送信されます。下図の入力状態で保存した場合は、午後 2時 59
分 50秒に、ソフトバンクが 1995 円以上の時、2000 円 100 株の指値注文が送信されます。

【時間指定】＋【逆指値】
時間指定と逆指値を併用することも可能です。併用した場合はどちらかの条件が満たされた時、
注文が送信され執行されます。

4.	 各条件を入力したら［保存］をクリックします。注文保存ウィンドウに注文内容が表示されます。
条件を満たすと自動的に注文を送信して執行されます。

※	E*トレード証券をお使いの場合は、証券会社の逆指値注文を利用することが可能です。［条件］
と［目標値］を設定し、［送信］をクリックすると逆指値注文が送信されます。




